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2008 年 2 月 27 日 規則第 9 号 
鋼船規則の一部を改正する規則 
 
「鋼船規則」の一部を次のように改正する。 

 
U 編 非損傷時復原性 

1 章 通則 

1.3 として次の 1 節を加える。 
 

1.3 喫水の標示 

1.3.1 船首尾喫水の標示 
船舶の船首尾には，明確に標示された喫水標を備えなければならない。喫水標が容易に

読み取ることができる場所に取り付けられていない場合又は特殊な運送による運航上の

制約のために読み取ることが困難となる場合については，船首尾の喫水を計測することの

できる信頼性のある喫水標示装置を備えなければならない。 
 
 
 
 
 

附  則 
 

1. この規則は，2009 年 1 月 1 日（以下，「施行日」という。）から施行する。 
2. 施行日前にキールが据え付けられる船舶又は特定の船舶として確認できる建造が

開始され，かつ，少なくとも 50 トン又は全建造材料の見積重量の 1%のいずれか少

ないものが組み立てられた状態にある船舶については，この規則による規定にかか

わらず，なお従前の例によることができる。 
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2008 年 2 月 27 日 達 第 5 号 
鋼船規則検査要領の一部を改正する達 
 
「鋼船規則検査要領」の一部を次のように改正する。 

 
U 編 非損傷時復原性 

附属書 U1.2.1 船長のための復原性資料に関する検査要領 

1.3 復原性資料の記載内容 

1.3.10 一般資料 
 
-8.を次のように改める。 
 

-8. 最大許容重心高さ等 
船型，航路等を考慮し，本会が適当と認めた書式及び関数により，任意の積付け状態に

おける復原性が 1.3.8「適用される復原性要件」を満たしていることを船長が容易に確認で

きるような図表を示すこと。 
例えば，直交座標の縦軸及び横軸をそれぞれ喫水及び G0M（又は，KG0）として，標準

状態での最小許容要求 G0M（又は，最大許容 KG0）の曲線を示したもの。規則 C 編 4 章の

規定を適用されるする船舶の最小許容要求 G0M（又は，最大許容 KG0）が区画指数により

決定される場合には，最高区画満載喫水線と部分積載区画満載喫水線との間及び部分積載

区画喫水と軽荷航海喫水の間ではそれぞれの G0M(又は，KG0)が直線的に変化するものと

し，中間の喫水についての G0M は，これらの線形補間から得られる値とすること。更に，

この場合，部分積載区画満載喫水線より小さい喫水での最小許容 G0M(又は，最大許容 KG0)
は，区画指数の計算より得られた値とすること。また，区画指数が異なるトリム状態で計

算される場合，最小要求 G0M（又は，最大許容 KG0）の曲線は，同様の手順で作成される

こと。 
 
-9.として次の 1 項を加える。 
 

-9. トリムの影響 
運航上のトリム範囲が規則 C 編 4.1.2(6)に定義する区画用長さ Lsの±0.5%を超える場合

には，復原性資料に各種のトリムの影響を示すこと。 
 
 
 
 



 

2 

附  則 
 

1. この達は，2009 年 1 月 1 日（以下，「施行日」という。）から施行する。 
2. 施行日前にキールが据え付けられる船舶又は特定の船舶として確認できる建造が

開始され，かつ，少なくとも 50 トン又は全建造材料の見積重量の 1%のいずれか少

ないものが組み立てられた状態にある船舶については，この達による規定にかかわ

らず，なお従前の例によることができる。 
 


